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販売所等の問い合わせ先 ：大蔵省印刷局業務部普及管理官室 Tel 03-3587-4283〜4
．研究会等紹介／esearch Meeting
第 7 回国際技術経営会議

































































































































































   平成１０年 ２月２４日（火） １０：００〜１７：３０
         ２月２５日（水） １０：００〜１６：４０
２．場所
   砂防会館別館２階「穂高」
   〒１０２−００９３ 東京都千代田区平河町２−７−５
   【最寄駅：地下鉄永田町駅】
３．参加予定者
   都道府県及び政令指定都市の科学技術振興政策担当者
   講演者、関係省庁説明者
   科学技術庁科学技術振興局、科学技術政策研究所等
４．プログラム  ※プログラム内容については変更の可能性があります。
  テーマ 「地域特性を活かした施策展開をどう進めるか」
   １日目 考え方・理論からのアプローチ
    （１）所長挨拶
    （２）講演
     ・法政大学総長（日本ベンチャー学会会長） 清成忠男
       「地域活性化と新産業創造」
    （３）科学技術政策研究所からの報告及び討議
     ・「研究・技術開発資源の空間的集積に関する研究」 柿崎
     ・「国内外における地域科学技術政策及び政策研究の近況」
                      権田客員総括研究官
    （４）参加者による討議
     ・地方公共団体からの報告（３団体）
      「基本計画策定の意義と課題」（埼玉県）
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      「科学技術政策と白書」（神奈川県）
      「公設民営大学設立と地域振興」
     ・自由討議
    （５）関係省庁施策説明
     ・国土庁 「第５次全国総合開発計画について」
     ・文部省 「地域共同研究センターについて」
     ・郵政省 「地域提案型研究開発制度の創設について」
   ２日目 施策展開からのアプローチ
    （６）講演
     ・琵琶湖博物館企画調整課長 嘉田由紀子
      「地域特性を自覚化するプロセスとしての調査研究
       −琵琶湖研究の経験から−」
    （７）関係省庁施策説明
     ・科学技術庁 「科学技術庁の地域関連施策について」
     ・通商産業省 「通商産業省の地域関連施策について」
    （８）科学技術政策研究所からの報告及び討議
     ・「地域科学技術指標策定に関する調査」 渡辺総括
     ・「地域における科学技術振興に関する調査研究（第３回調査）」
                            坂田、田中
    （９）参加者による討議
     ・地方公共団体からの報告（２団体）
      「テクノポリス事業の現状と課題」
      「公設試の役割と機能強化諸施策」
     ・自由討議
    （１０）閉会挨拶  総務研究官
．最近の動き／Current Trends
○ 講演会等／Lectures at NISTEP 
12/8 「関西学院大学総合政策学部について」
尾藤 隆（関西学院大学教授）
○ 主要来訪者一覧／Foreign Visitors to NISTEP 
12/4 苑廣増（Yuan,Guangzeng）（中国国家科学技術委員会訪日団長ほか）
12/12 Kerstin Cuhls（独国ISI研究員）
○ 海外出張 
11/14-12/8 藤垣第２研究グループ主任研究官（蘭国、仏国）
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編集後記
つくばカピオで「Digital Libraryに関するシンポジウム」が開催され、高速・広域ネットワークを利用し
た情報の蓄積、通信、提供の方法等の議論がなされました。このようにインターネットのような電子媒
体での情報の発信・収集については議論される場合が多いようです。
また、本ニュースのように電子媒体でも発信しておりますが、印刷媒体による情報の提供もメリットが
多く、「紙で見たい」というフアンが多く見受けられるので今後もまだまだ継続して刊行する必要があ
るのであろうと思われます。
政策研ニュース編集委員会では、創立10周年という節目の年に新たな気持ちでという意味を加えて
本号から本誌の顔である表紙の題字を変更しました。
できるところから変更していきたいと考えておりますので、記載記事のテーマに関して、題字に関し
て、レイアウトに関して読者の皆様のご意見ご感想を事務局までお寄せ下さい。（Y）
トップへ
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